
医療的ケア児者を応援する
市区町村長ネットワーク会員募集

医療的ケア児者支援の充実に意欲を持つ全国の市区町村長の皆様を会員として募集します。
医療的ケア児者が安心して夢や希望を持って暮らせる国や地域を作るため、

現場の最先端にいる市区町村長同士、思いを強く持ち、共に手を携えて動きませんか。

予定している活動
■総会・勉強会の開催

●医療的ケア児者を取り巻く現場の実情共有
●国からの支援制度の概要、予算措置等の状況聴取
●先進的な自治体取組事例の事例共有

■要望活動
●国に対する要望活動（会員自治体の声を国へ届けます。）

・設立総会のほかに、年に１回程度、東京都内で先進自治体の事例発表やこども家庭庁の
説明などを含めた会を開催する。 

・総会では、医療的ケア児支援法成立に関わった国会議員等を来賓で招くなどして、支援
をいただける方を広げる場とする。

・設立総会は �� ～ �� 月を目途に開催し、事前に課題となっていることを収集、整理の上、
決議事項をまとめ、関係省庁に要望を行う。 

ご入会に関して
■年会費

●１万円
・�� ～ �� 月に開催する設立総会後に指定の口座に振込



　医療の発達に伴い、出生時のダメージを負った子どもたちもの多くの命が救わ
れ、出生後に医療的ケアを受けながら在宅生活を送る子供たちや生涯を通じて医
療的ケアを必要とする方々が増加しています。こうした中、国でも医療的ケア児
法が制定され支援措置が動き始めていますが、その支援の実際としては課題が山
積しており、法制定のみで実際の必要な支援体制が整ったとは言えない状態です。
　この法の目的を実現し、医療的ケア児者とその家族の支援を充実させていくた
めには、医療的ケア児者の生活現場に密着した市区町村が主体的・積極的に動く
必要があります。そして、そのためには、医療的ケア児者支援への予算配分や職
員 配置等市区町村長の理解と決断が不可欠です。
　そこで、医療的ケア児者支援に想いをもつ全国の市区町村長によるネットワー
クをつくることといたしました。ぜひ趣旨にご賛同いただき、互いに学びあい、
国へも現場の声を伝えるなどの行動も進めしながら、医療的ケア児者の幸せのた
めにご参加くださいますよう、よろしくお願いいたします。
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医療的ケア児者を応援する市区町村長ネットワーク運営事務局
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